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『現代版北前船の実現に向けた検討』

阪神港

京浜港

欧米向け

戦略港湾経由

ロシア・アジア向け

ロシア・アジアの各港湾へ

行先別にダイレクトで結ぶ

航路を実現

×

アジア 欧州

北米

×
××



（参考）京浜３港 ６９７万 阪神２港 ４２４万 名古屋 ２５３万 博多 ８３万 北九州 ４２万 清水 ４１万 苫小牧 ２１万 四日市 １９万 新潟 １８万

H25年取扱量
速報値 (TEU)

1.6万

7.1万

1.1万

18.0万

3.0万

7.3万

5.3万

3.9万

0.9万

3.3万

0.4万

H25年コンテナ流動調査(ＦＴ/月)

0.0%

93.8%

89.9%

48.7%

76.8%

68.8%

53.2%

33.3%

45.1%

75.3%

71.2%

Ｔ/Ｓ率

・欧米向け貨物→内航フィーダーへ
・アジア向け貨物→ダイレクト化

日本海側各港湾の現状コンテナ取扱量
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出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査（H25）より北陸地方整備局作成

※1 各県別発着のコンテナ貨物のうち釜山港等東アジア主要港※2で積み替えられて諸外国へまたは諸外国から輸送される貨物の率
※2 東アジア主要港： 釜山港、光陽港、上海港、寧波港、基隆港、台中港、高雄港

【輸出】 【輸入】トン トン

東アジア主要港での積替貨物量

直送貨物量＋積替貨物量

東アジア主要港での積替貨物量

直送貨物量＋積替貨物量
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（赤字）% ： 利用港湾（北陸地整管内・戦略港湾）の割合

（黒字） % ： トランシップ率

（赤字）% ： 利用港湾（北陸地整管内・戦略港湾）の割合

（黒字） % ： トランシップ率

北陸５県発着貨物 利用港湾別・東アジア主要港でのトランシップ率
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新規航路開設検討シミュレーション

北九州港

京浜港

秋田港

新潟港

敦賀港

阪神港

金沢港

伏木富山港

【内航フィーダー航路開設の検討】

○ 直江津～新潟～酒田～秋田～（八戸）～京浜～欧米航路

八戸港

直江津港

酒田港

基幹航路（北米／欧州へ）

http://illpop.com/png_jobhtm/logistics_a24.htm
http://illpop.com/png_jobhtm/logistics_a24.htm
http://illpop.com/png_jobhtm/logistics_a24.htm
http://illpop.com/png_jobhtm/logistics_a24.htm
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○ 直江津～新潟～酒田～秋田～（八戸）～京浜～欧米航路

釜山～ロサンゼルス
釜山～ハンブルク

京浜～ロサンゼルス
京浜～ハンブルク

戦略港湾へ
陸上輸送
（C）

地元港から
釜山港積替

（ａ）

図 欧米向け貨物（イメージ）

・輸送費用では，釜山港積替，内航フィーダー，
陸上輸送の順に高くなっていく．
・輸送時間では，陸上輸送，内航フィーダー，
釜山港積替の順に長くなっていく．

１．京浜港ルートを，週１便で提案する. 

・貨物量から，航路が成立する可能性はある．

２．釜山港積替，内航フィーダー，陸上輸送を比較した結果は，以下のとおり．

【内航フィーダーによる効果】

内航フィーダ－輸送により，地元
港貨物量は（ａ＋ｂ）となる上，戦
略港湾への貨物も（ｃ＋ｄ）に増え
ることとなる．

戦略港湾へ
内航フィーダー
輸送 （ｂ）

輸出 輸入
9,649 28,318
1.06 3.11

※直江津港から秋田港までの欧米向けコンテナ貨物（現状）で，八戸港等の取扱は含めない．
※就航可能便数＝年間個数／250TEU／便／52週／70%（消席率）

年間個数（TEU/年）
就航可能便数（便／週）

対欧米計

輸
送
費
用

輸送時間

陸上輸送

内航フィーダー

釜山港積替

釜山港積替から内航にシフト （ｄ）

陸
上
か
ら
内
航
に
シ
フ
ト

図 輸送モード別の輸送費用と輸送時間の関係（イメージ）

表 欧米向け貨物と就航可能便数

図 輸送モード別の基幹航路への接続
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３．今後の検討の方向性について

以下の可能性について，検討する．

○ 荷主や物流事業者の連携による貨物の確保．

○ 既存の内航航路との連携による輸送の効率化．

・ＲＯＲＯ船 敦賀～苫小牧港間（週６便）近海郵船物流（株）
・長距離フェリー 敦賀～新潟～秋田～苫小牧港間（週６往復）

新日本海フェリー（株）

○ 日本海側各港の連携による，寄港地の集約化．


